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<解説>普通肥料の公定規格等の

一部改正について

肥料の品質を保全し，その公正な取引を確保するため

肥料取締法(昭和25年法律第 127号〉に基づき，国は米

ぬか，たい肥等の特殊肥料の指定，普通肥料の公定規格

の設定等を行っている。これらについては新肥料の出

現，肥料の内容の変化等実情の変化に対A応して，逐次改

正が行われている。

昨年度までに特殊肥料の指定は合計27回，普通肥料の

公定規格の改正は24回行われているところであるが，今

年度札普通肥料の公定規格の改正に関する申し出の内

容を含めて検討された結果，去る10月25日にその一部改

正が告示されたので，その概略について紹介する。

1. 普通肥料の公定規格の改正について

昭和53年10月25日，農林水産省告示第 450号により，

普通肥料の公定規格の一部改正が行われ， 11月25日から

施行されることとなった。

これは未利用資源の有効利用，新肥料の出現等に対応

して，新たに 6種類の規格が設定され， 8種類の規格に

ついて一部改正されたものである。

(1) 新たに規格が設定されたもの

ア 硝酸アンモニア石灰混合肥料

硝酸アンモニアは吸湿性および爆発性があり，これを

改善するために石灰石の粉末を混合し，造粒したもので

あり，農林水産大臣登録肥料である。

この肥料は，アンモニア性窒素10%以上，硝酸性窒素

10%以上，アノレカリ分10%以上を含有しており， ヨーロ

yパ等においては既に使用実績があるものである。

イ オキサミド

シュウ酸とアンモニアの縮合物であり，農林水産大臣

登録肥料である。

この肥料は水に難溶性であるが，土壌中においては微

生物により徐々に分解され，肥料効果を発揮する緩効性

窒素肥料である。

農林水産省農蚕園芸局
肥料機械課 鈴 木 大 助

ウ けい酸加里肥料

この肥料は，炭酸カリウムまたは，水酸化カリウムに

微粉炭燃焼灰と水酸化マグネシウムとを混合し， 約 900

度で焼成したものであれ主成分として，く溶性加里20

%以上，可溶性けい酸25%以上， く溶性苦土 3%以上を

主として保証する農林水産大臣登録肥料である。

また，この肥料は，加盟を水に難溶性のけい酸塩とし

た緩効性加盟肥料で、あるため，原料の炭酸カリウムまた

は，水酸化カリウムに由来する未反応の加里は 3.0%以

下に制限された。

エ とうもろこしはい芽油かすおよびその粉末

とうもろこしのはい芽から，とうもろこしはい芽油を

生産する際に発生する油かす(通称ジャームかす〉であ

り，未利用資源の有効利用の見地から規格設定された。

窒素全量 3%以上， りん酸全量 1%以上を保証する都道

府県知事登録肥料である。

オ えんじゅかす粉末

中国原産の落葉高木で、マメ科に属するえんじゅのつぼ

みを原料として3 医薬品(ノレチン〉を生産する際に発生

するかすを加熱乾燥したものであり，未利用資源の有効

利用の見地から規格設定された。

窒素全量 3%以上3 りん酸全量 1%以上，加里全量2
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(2) 第三種郵便物認可 農 業

%以上を保証する都道府県知事登録肥料である。

力 貝化石肥料

貝化石粉末は，古代にせい息した貝類等が，地中に埋

没たい積し，風化または化石化したものの粉末として，

従来から農林水産大臣の指定する特殊肥料のーっとして

知られているが，今回，この貝化石粉末を，パ/レプ廃液

等の造粒促進材を用いて造粒したものが3 普通肥*;1.とし

て規格設定された。

アルカリ分35%以上を保証し，都道府県知事登録肥料

である。

今回の公定規格の一部改正で，以上 6種類の新規格が

設定されたため 3 普通肥料の種類は 112種類となった。

(2) 規格の一部が改正されたもの

沈でんりん酸石灰および，副産加里肥料に造粒促進材

の使用が認められた。

混合有機質肥料の原料肥料として3 新たに規格設定さ

れたとうもろこしはい芽油かす粉末および，えんじゅか

す粉末の 2つが加えられた。

第一種複合肥料の配合原料肥料として，新たに規格設

定された，硝酸アンモニア石灰混合肥料3 オキサミド，け

い酸加里肥料3 とうもろとしはい芽油かす粉末，えんじ

ゅかす粉末の 5つが加えられた。また肥料の定義が一部

改正され，新たに化成肥料どうしを配合した第一種複合

肥料に，更に原料肥料等を配合する行為が認められた。

第三種複合肥料の吸着原料として，新たに蛭石として

知られるパーミキュライトを，約 800度で焼成した焼成

ノミーミキュライトが追加指定された。

被覆複合「肥料の被覆原料として，新たに「松やに，パ

ラフィンワックス，ポリプロビレン，ポリエチレンおよ

びタルグ」および「大豆油とシグロベンタジェンの共重

合物」が追加指定された。

このうち， 1大豆油とシグロベンタジェンの共重合物」

は，アメリカで開発されたものであり，ピンホール型の

被覆方法と異なり，半透性膜型のものである。

また，従来の被覆原料のうち， 1硫黄，パラフィンワ

ヅグスおよび芳香族系炭化水素樹脂並びにけいそう土ま

たはタノレグ」については，製造方法の改良により，芳香

と
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昭和53年12月 1日

族系炭化水素樹脂が削除された。

混合石灰肥料に，可溶性苦土の保証が認められた。

鉱さいけい酸質肥料については，アルカリ分の最低保

証量が25%から30%に引き上げられた。事7こ，定義が改

正され，鉱さいけい酸質肥料のうち，けい化石灰鉱さい，

鉱さいに水酸化苦土肥料または副産塩基性苦土肥料を混

合したもの，および水砕したシリコマンガン鉱さいに生

石灰を加えたものの粉末が，それぞれ削除された，

(3) 農薬その他の物が混入される肥料の一部改正につ

いて

農薬入り肥料については，最近における生産実績，今

後における生産の可能性等を検計L，PCP尿素， PC 

P入り第一種複合肥料等農薬入り肥料の規格の一部が廃

止された。

これにより，農薬入り肥料として生産されるものは，

オキサジアゾン (5一一一ターシャリーブチルー一一 3一一一

(2・4一一ジグロルー一一 5一一イソプロポキシフェニ

ノレ〉一一 1・3・4一一オキサジアゾ一一リン一一 2一一

オン)，テトラピオン (2・2• 3・3一一テトラフル

オルプロピオン酸ナトリウム〉およびNAC(1一一一ナ

フチルー-N-メチルカーパメート〉が混入される第

一種複合肥料のみとなった。

2. その他

今回の改正においては，特殊肥料の新規指定，改廃は

行われなかった。

以上，昭和53年度の普通肥料公定規格の一部改正等に

ついて，主な点にしぼって概略を紹介したが，多少省略

した所もあるので，詳細は10日25日付けの官報等を参考

にしていただきたい。

(参考〉関係政令および告示

昭和53年10月17日政令第 353号

昭和53年10月25日農林水産省告示第 449号

昭和53年10月25日;農林水産省告示第 450号

昭和53年10月25日農林水産省告示第 451号

昭和53年10月25日;農林水産省告示第 452号
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国営苗場山麓農用地開発事業の現況と

営農技術からみた問題点

1. 開発地域のあらまし

新潟県の南西，長野県に近い中魚沼郡地方一帯では，

現在，北陸農政局の手で，大規模な農用地開発事業が進

められている。この開発地の範囲は，信濃川右岸に発達

した見事な河岸段丘を含む苗場山北西の山麓地帯で，行

政的には津南町，中里村，十日町市にまたがっている。

この地帯の段丘構造は，昔習った地理の教科書に出て

くるような典型的なもので，開発により，極めて畑地化

しやすい地形をもっている。昭和28年頃から開発の計画

がもちあがってきたが，燃料革命により薪炭林が不要に

なり，また農業機械の進歩発達により，昭和40年代にな

ると急速に開発の計画が具体化してきた。

第 1図開発地概念図

昭和43年度から，農地開発事業計画の新規地区として

とりあげられ，当初は開田主体の計画で，清津川に農業

水利を求める計画であった。ところが，全国的な米の過

剰から，国の開田抑制策が行われるようになり，当初の

開田主体の計画は，畑主体に変更されることになった。

その頃から，地区の農家の考え方が必ずしも一致した

方向をとらなくなり，津南町を中心とした考え方は，“畑

でも結構"と大いに前向きの姿勢を示したが，十日町市

新潟県高冷地農業技術センタ一所長

瀬古 龍雄

方面では労力事情もあり，かなり水聞にこだわった考え

を，開田抑制以後ももっていた。

このため，もっとも早く開発に同意し，意欲的であっ

た津南町の信濃川右岸3 中津川と志久見川にはさまれた

旧芦ケ|崎村の台地を第 1地区として 3 昭和48年に始めて

着工することにした。続いて昭和50年には， 9:lj津川と清

津川・釜川にはさまれた津南町中深見，下船渡地区，中

里村倉俣地区を中心とした第 2地区が着工された。 “水

旺1"化の希望が強かった十日町市の第 3地区は，住民と

の調整が難航し，未だに着工されていない。

第 1表 開発前の状況

第1J也区

お2J也氏
第 3J也氏

955ha 

1709 

1006 

第 2表 開 発 後 の 計 画

I也 ej王 H 農地 j立 )jX;

'k1n 水m 桑 1~i1 その他 jlfj二;i!i知l 桑|立l牧草J也
など

ha ha ha ha ha ha ha 
第 1地区: 239 81 407 59 169 

第 2.1也氏 237 624 37 120 537 54 100 

第 3地区 220 128 29 544 84 

I 2. 問題点のいろいろ

平野部の田畑が宅地化などで，どんどん潰廃している

現在，この開発地のように，ある程度の標高差を利用し

て，平野部ではまねをしにくい，特産野菜の大増産とい

うことが，当初の大計画であった。現在もその計画にそ

って事業は進められているが，決して問題点がないわけ

ではない。以下，営農技術の面からとりあげてみよう。

(1) 開発と土づくり

開発地のほとんどが3 表面を黒色火山灰土30cm.--...， 1 m 

におおわれていたが，表土扱を行寸つないため，造成地は

ほとんどの場所で，下層の腐植に乏しい黄褐色のローム

層が露出してしまっている。このローム層は，水はけな

ど比較的理学的性質は悪くない土で，石灰，燐酸分の大

量投与で土壌改良されているが，何しろ有機物に乏しい

ため，地力ということになると大いに問題がある。現在

の国の補助事業では，土壌改良ということで3 中和資材

(主として炭カル)，燐酸吸収係数の是正肥料(主とし

て溶燐は投与しているが，堆肥など有機質の補給は全く
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対象になっていなし、。会議が聞かれる都度，地元から強

い要望が，県 ・固などに出されているが，容易に実現し

そうにない。

しかし耕地は自分達のものである。他力本願ばかりで

もいられないので，畜産との連携による堆肥，糞尿の畑

地還元，緑肥作物の作付け，パーク堆肥(附近に森林資

源が多く，パークの工場も設立されている)の施用，他

地区から有機資材の導入など農協，生産組合，また個人

と，緑の沃野への大きな努力が続けられている。

(2) 豪雪地であること

この地区は日本でも有数の豪雪地であり，ここ 10年の

最大積雪深は平均で 316cm (最大は昭和52年の395cm)，

根雪期間は 142日(最長は昭和51年の 153日)，消雪日も

平均で4日28日(最遅は昭和50年の 5月 8日〉と，想像

を絶するきびしさである。東京では桜も散って若葉の候

に，まだ一面の銀世界といった状態で，農作業のお くれ

は大きな問題になっている。中には標高差利用で作付を

急がない作目もあるが，加工トマト，スィートコー ン，

スイカ，春ダイコン，タバコなどの作付には 1日も早い

消雪と，消雪後の作付が望ましい。

このため当センターでは，現在次の2つの試験を実施

して，この解決をはかろうとしている。

1つは雪面に， 黒色の消雪資材(できれば，消雪後は

肥料や土壌改良剤として利用できるものが望ましし、。 〉

を散布して，消雪日を10日以上も早める試験である。こ

の結果，春作物の作付けの前進のみならず，越冬作物の

雪下の期間を短く する効果も期待でき，農家の労力配分

の改善にも役立たせよ うとしている。

2つはい‘秋施肥マルチ"の試験である。“秋施肥マル

チ"とは，当地のタパコ作農家の生活の智恵から始ま った

もので，タパコ作では既に大巾にとりあげられている。

この技術は，明春作付けする予定のほ場を，秋の降雪

前に耕転，元肥を施してしまい，透明マルチをかけてお

き，消雪後なるべく早く.播種または定植の作業をしよ

うとするもの 第2図 15台のブル ドーザーが勢揃

である。 今の いすさまじい機械力による開発

ところ，タパ

コ以外では一

般化していな

いが，明年は

魚沼地方全域

のスイカの密

閉トンネル栽

培にかなり導

入される見通

しである。 (心土が完全に露出している o ) 

と 宇}

この秋施肥

マルチの期待

される効果と

しては， 雪ど

け水のため消

雪直後の耕転

施肥が困難で

あり，作付ま

で20日以上か

かるものを，

7日程度に短

縮できる。こ

A子'-4一 昭和53年12月 l日

第 3図沃野と化した第 1:地区

沖の原開発地

(主作目は加工ト 7 ト， ダイコン，タパコ

のため，少雪 牧草など)

地に負けない出荷期の前進や所得の向上が期待できる。

また消雪直後一挙に多忙となる作付労力のピーグ解消に

役立つこ となどの点があげられる。

一方，問題点としては，元肥を秋の うちに施し，マル

チ下とはし、L、ながら， 降水量の多い秩冬期を無作付けで

過すので，この間の流亡が問題になる。秋施しでも，春

十分肥効をあらわす肥料が果してあるのか，ま た同じ肥

料でも，施し方で肥効の持続力がどうなるのか，作目別

の元肥と春肥効の持続力がどうなるのか，作目別の元肥

と春の追肥の割合は，追肥の時期は，また追肥の施し方

など，解決を要する問題点が山積している。

この豪雪を克復して，安定した畑作を展開するには，

まだまだ多くの問題が残っている。

(3) かん水施設がおくれている

今年 (昭和53年〉は，開発地は早魅で手痛い目にあっ

ている。開発地の土は排水は良いが，腐植に欠け，土壌

の緩衝能も少な く，水もちが目立って悪かったようであ

る。既に新規造成地が 247haもできた第一 ・第二地区と

も， 今のところ，“水"の手当は防除水のみで，本格的な

かん水設備は， ダムの完成したあとになる。中津川など

水量の豊富な信濃川の支流が，水利権を電力会社に握ら

れており，後発の農業水利は，みすみす豊富な水を眺め

ながら，如何ともしがたし、状態にある。

(4) 何をつくったらよいのか

作自の選択にも悩みが大きし、。加工トマト，タバコの

ように，契約栽培で価格補証のあるものは，作付を制限

され，これ以上の増反は困難である。秋トマトは単価，

反収とも高 く有利な作目だが，手聞がかかりすぎ， 1農

家で20a程度が限度である。夏ダイ コン，夏秋キャベツ

など，産地化の動きも大きいが，今後は当初計画の“野

菜"のみにこだわらず，ダイズ，ソバなどの普通作物，

有畜農業と結び、つけた飼料作物なども，野菜と併行して

作付を推進すべきであろ う。
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間 違えられやすい

有機質肥料と有機質資材

全農肥 料農薬部
技術普及課・技術主管 棚 橋

J二b
_EL 義

1.得じめに のは 3%以上，リン酸を主体とするものは 4%以上が確

“土づくり運動"の対策の 1つとして有機質資材の施 保されている。これらを流通させる場合保証票を添付し

用が叫ばれ，年々その施用量も増加している。また，果 て，品質の保証をすることが義務づけられており，施用

樹・園芸作物等の栽培農家での有機質肥料や有機質資材 面でも安心のできるものといえる。

の利用は3 良質多収の必須要因と見倣され， 1部地域で 一方，特殊肥料は肥料成分が稀薄のものがあり，原料

は3 その需要を満すのに困難な状況である。ところが3 および製造方法などの点から成分量も変動しやすく，普

これら資材の施用面および流通面で，しばしば混同して 通肥料のように公定規格の設定がむづかしい性格のもの

取り扱われることが多い。この理由は，その内容組成や であり，肥料としての品質も，普通肥料の有機質肥料に

効果が，化学肥料のように簡単でなく，種類も非常に多 比して悪いものが多い。

いので区分のしかたが難かしいためで、ある。したがって 植物が必要とする栄養成分は数多くあるが，有機質肥

取り扱う立場によって理解が異なってくることがある。 料の利用の立場からは，窒素， リン酸，加里が問題にさ

有機質肥料と有機質資材とは，いずれも動・植物に由 れる。このうち時に，窒素の利用が中心となる場合が多

来する加工処理物や

代謝生産物である点

では，類似性がある

ので，専門家の間で

も時々混同してしま

うほどである。こふ

では，少し大胆に，

流通面および施用面

から両者を整理して

みることにした。

2. 有機質肥料と

有機質資材の分

類

有機質肥料とは，

第 1表有機物の分類(塩谷)

肥料でないもの

特殊肥料

魚鱗，家市及び家き

んふん
「動物't1-r.u1(l， 毛羽

原 l
イ本 | 
有| ー わら矧，桔Jr.u.ノコクズ，
長十rM&J'Nー草民泥炭，ヘ ド ロ ， 野 軍

手[ I *ff<肥作物
し動fii'i.物i'[- 一

有機質イ

動物質一一 ← 

布![物質一

1i7J刷物質

木の実かす，米ぬか，

ijit燥務

間接両手乾ぷん肥料

アミノ般かす，堆J!巴

きゅう JJE，J住積!肥料
iJjiJ[!，J!巴料

(注)肥料および肥料でないものの区別は肥料取締法による。

く，通常，農家では，有機質肥料を窒素肥料として取り

一口でいえば，農業

生産のために土地に施用される有機物であって，肥料成

仰
い 学|

将通)JE*l
魚、肥，骨粉，
肉かす粉末

村i物j由かす矧，

よもぎかす粉米

混合有機!肥料

加工家さんふん!肥料

醗酵廃液乾燥彼イャ!肥
料， しょう ilhかす，
アミノ離別席肥料，

腐値駿肥料

f!A廃物lJfI工肥料

分を植物に有効な形で供給するものといえる。この場合 扱っている。

合成有機化合物は含まれなし、。 第 1表は，有機質資材を肥料および土壌改良資材とし

有機質肥料ーには， 2つのク事ループがある。その 1つは 分類したものであるが，有機質肥料は，広義的には有機

肥料取締法による公定規格にある45種類の普通肥料で， 質資材の範ちゅうに入ることになる。

魚かす粉末のような魚肥類，骨粉類およびなたね油かす この表は，有機質資材を有機質の組成が大体もとのま

ひまし油かすのような草木性植物油かす類等で，動植物 ふで存在する動植物の遺体や，破片によって構成される

の遺体および代謝生産物を加工処理したものである。も ものを原体有機物，一方，加工処理して腐朽物質に変化

う1つは，農林大臣が指定した米ぬか，たい肥等の特殊 させたものを加工有機質として大別し，また発生源によ

肥料に属するグループである。 って，動物質，植物質ならびに動植物に由来するものの

普通肥料に属する有機質肥料は，比較的肥料成分を多 3つのグループに別け，さらにこれらの中味を，肥料取

く含有している。肥料成分としては窒素，リン酸を含有 締法でいう普通肥料と特殊肥料に属する肥料と，肥料で

するものが多い。一般に窒素または加里を主体とするも ないものとに細分して品目分類されたもので，有機質資
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物としての効果が期待される場合がある。すなわち，土 もので，窒素成分が 1%程度のもので炭素率が15~30%

壌の団粒形成や透水性の向上に役立といわれている。第 のもので，土壌改良効果の高いものである。

1図は，なたね粕の施用量と団粒形成および透水性を全 第 3グ、ノレープは，窒素成分が極めて希薄のもので (0.

第 1図 有機質肥料の有機物の効果(1) 05~ 1 %以下のもので〉他の肥料成分も殆んど含まれず
(なたね粕の施用量と団粒，透水性)

(全農・農業技術センター〉 炭素率も前 2者に比して50以上と高く，土壌中の分解も

極めて遅いもので，もみがら，樹皮，オガグズ，ピ{ト

モス等がある。

第4は，在来の家畜糞尿，汚でい類で，加工処理すれ

ば有機質肥料になりうるようなものも含まれるが，種類

によって肥料的効果や土壌改良効果が異なるうえに，施

用量や施用方法等についても不明の点が多く，有効利用

が期待されながら未解決のものが多いグループである。

4. おわりに

有機質肥料と有機質資材を画然と区別することは，農

業上からみてなかなかむずかしい。有機質肥料にしても

有機質資材にしても，直接，間接に農業生産の維持向上

に役立つものでなければならない点では，類似性があっ

てもよかろう。要するに使用する目的によって，有機質

肥料と他の有機質資材は自づと決まるもので，肥料成分

の供給を主目的として，その含有成分の高いものを使う

場合は有機質肥料が要求される。後者の場合は，有機物

の大量投与によって土壌改良を行なうものといえる。

材の中での有機質肥料の位置づけがよくわかると思う。

しかし，肥料でない有機質資材(主として土壌改良材

となる。〉との関係はなかなかむずかしい問題で，肥料と

いわれる特殊肥料のなかのたい肥，きゅう肥，のような

肥料成分の低い(窒素成分 1%以下〉ものは，むしろ組

大有機物であって，肥料効果に乏しく，土壌改良効果が

期待されるもので，このへんをはっきり区別することは

現在では不可能である。

そこで有機肥料として取り扱われるものは，肥料成分

を比較的多量に合有する普通肥料である有機質肥料およ

び特殊肥料の中でも三要素成分が合計で 4~5%含有す

るものであって，このうち窒素成分が 2%以上あるもの

にしぼって整理すると，一つの目安となるのではなかろ

うか。

実際に，作物収穫までの 1作期間に，窒素の肥効が十

分に評価されるには，その資材の窒素含有率が 2%以上

の場合であるといわれている。

肥料でない有機質資材とは，肥料成分を含んでいない

か，または含んでいても，作物に吸収されない形態であ

ったり，実用上意味をなさないほどの少量のものであり

土壌に施用されて，土壌の化学的，物理的あるいは微生

物性質および状態を改良する目的で施用される，有機質

土壌改良資材のことであるといえる。

有機質肥料には，肥料として直接的効果以外に，有機

粒大型岡 60 / イ10

、阪 J 。 -i 8 
~ 40 

ノ---- / 

ノ

/ 。〆

Z以L2O | 

/ 

。ーーーーーO♂-~ j秀水係数 イ 2_-。〆/

o 5 10 20 30 80 
N用量 (mg/100v土壌)

(条件)金属施肥，水分45%，250C， 3週間透水系数は

(x 10~3/sec) 

農農業技術セソターで試験したものであるが，窒素20mg

の施用で透水性が無施用の 2倍になり， 5 mgの施用でも

団粒化の促進と透水性の良化の傾向が出ている。(魚粕，

ひましかすでも同様の効果がある。第 2図参照〉しかし

なたね粕の窒素成分を 5%とすると，透水性を 2倍にす

と
ρえら

づ〕 昭和53年12月1日ユE

ィ
t
n
e

るためには， 400kg/10 aのなたね油粕が必要となる。 5

mg施用の場合でも100kg/10aとなり，少量の施用では，

これらの効果を期待することが出来なし、。

このほか3 緩衝能の増加や微量要素の補給等も考えら

れるが，土壌肥沃度の増大，云u、かえれば地力の増大へ

の期待は，粗大有機物ほどに貢献されない。

3. 有機質資材のもう 1つのゲループ別け

有機質資材を成分組成と炭素率により大別すると 3 窒

素成分が比較的高い〈通常 3%~10%程度〉もので，全

炭素が40~50%含まれていて， 炭素と窒素の割合 (c/

N)，すなわち炭素率がほとんど 10以下のグループのも

のとして，有機質肥料ーがあげられてる。

第 2グループとしては，いわゆる粗大有機物と称する

第2図 有機質肥料の有機物の効果 (2)

(有機質肥料の種類と団粒，透水性〉

(全農・農業技術センター)

大「?三7
~~ 30 
団 4水

粒 20 3係

0; 10 ~ 0- 透水係数 2数

% 

無

肥

料

{硫なひf.i;J，

たま
ねし

安 粕 粕 粁l
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1月号

事ユニーグな技術を駆使し当面する難局の打開へ

宗主1FJ許諾長中村治文

事水稲転作対策としての飼料作物栽培

中央蓄産会常務理事 土 宵
農学博士口問、

事水[日裏作として麦類の栽培について

PT守験室井手一浩

事農林大臣賞(需品監躍)に輝いた

私の大豆栽培と施肥対策

言明3TE習す2曽山稲生

2月号

事暖地機械植水稲と施肥改善について

鐸自信言葉皇室徳安雅行

事乙訓(京都)ナスの栽培と CDU化成の肥効

FEF守守及E山内幹雄

事水田裏作としての麦類の栽培について

佐賀県農業試験場研究主幹 井 手

事長野県産アスパラガス栽培の問題点を考える

長野学ザ合若験室塚田元尚

3月号

事コ{ティング肥料とグラジオラスの球根養成

完引込不言華道空今西英雄

事コーティング肥料による菊の栽培について

霊知言語羽Z農主協E杉 原

事最近のミカン施肥について

~私はこう考える~

室管哲学賞赤松

事レンコン栽培と施肥管理

"-'CDU化成による~

佐賀県白石地区農業協同 協 門

組合国芸指導課長官町 H 

4月号

と 科 学 第三種郵便物認可 (7) 

く特集・有機物と土づくり>

事野菜栽培の土づくりの基本条件

銭高話言葉銭湯村義男

事畑作における土づくり資材

~主として石灰質資材について~

全農・肥料農薬部出 誼

技術普及課技術主管 .f><... JJ公 奨

潔

事有機物資材の連用試験

jirA喜竺品警EA長官金野隆光

事飼料作物の導入とやさい畑の土づくり

霊TF霊生産主著中西秩四郎
5月号

事野菜の品質と栽培条件

~レタス・キャベツの貯蔵性と簡易評価~

霊菜昔噌-J智官速水昭彦

事土壌中の有機態窒素の無機化と

緩効性窒素の活用法

綿織鴇霊長鵬首金野隆光

事青森県の長芋栽培について

高警官F軍事特工藤洋一

、丘二
1ロ

事農産物の輸入と国際需給動向

~今年の農業白書から~

6月号

事作物栄養と硫黄の役割

土品晶Fd皇室鈴木 結

事シグラメンの生育と培養土の

物理性におよぼすCDU化成の効果

主奈立県農芸芸験賢三浦泰昌

孝
事水稲の安全多収と燐硝安加里の肥効

鳥取県気高農業改良普及所 奥田敢太郎

7月号
聴、

事茨城県下における営農排水と

麦作振興推進について

茨城県経済連営農対策課長 荒木 英 男

昭
事水田利用再編対策としての

極晩播ダイズの多収穫栽培

千葉県農業試験場畑作部長 鈴 木一 男
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事水田利用再編対策と粗飼料の平衡給与

言崎諸学苧言渡辺盛吾

事水回転換畑の排水について

熊本県・高道農業協同組合
企画管理課長 高村之久

8月号

く土づくりと，青刈作物のすき込み>特集

事施設土壌の土づくりと

ソノレゴーのすき込み効果

宝章il鵠龍寝苦大木孝之

事渥美のキャベツ栽培とソルゴーのすき込み

全農・名古屋支所技術主管 鈴木孝平

事私はこうやっている

~ピーマ γとデントコーンの栽培~

高知県南国市田村乙2220-4 林 夫貞

事急速な発展を遂げた植木町の農業と土づくり

語控室腎頴中島信次

9月号

事コーティング肥料の肥効特長について

諸説豊明盟安藤

事最近におけるりんご園の

土壌・肥培管理の問題点

銭誠九哩喜渋川潤ー

事土づくりと青刈作物のすき込み効果

なぜ，土づくりが必要か

F-若者E支所月E料農薬害立谷寿雄

事水回転換作(大豆)の優良事例

~能代市の大高俊夫氏と東雲生産組合~

議E詰宮町差益苦言霊太 田 昭夫

10月号

事NOs-Nの代謝と

葉色との関係について

室主大子産章常主尾形昭逸

事うまい茶づくりと肥培管理

FT哲究E佐々木娯郎

と 学(毎月 1日発行)昭和53年12月1日第 265号

事窒素の形態とイチゴの萎黄病との関係

重良E-若手翌日伊芸芳岡昭夫

事53年産米収穫量は史上最高記録?

11月号

事施設野菜栽培と省エネルギー化

認識計課程太田成美

事く解説> 新種苗法の施行について

事く資料> 花き園芸関係資料

事水稲栽培と CDU化成45号の肥効

千葉 寛

12月号

事く解説〉 普通肥料の公定規格等の

一部改正について

農林水産省農蚕園芸局肥料機械課 鈴 木 大 助

事国営苗場山麓農業用地開発事業の現況と

営農技術からみた問題点

新潟県高冷地農業センター所長 瀬古 龍 雄

奨

事間違えられやすい

有機質肥料と有機質資材

主品買521.塁手|主審棚橋義宣

事'78年本誌既刊総目次

あとがき
まだ， まだ・・・・・・と思っているうち

に，とうとう 12月になってしまいま

した。今年も，もうあとあますところ僅かになりま

した。農業環境は，遂に何ら解善されぬまふ越年す

ることになりそうです。編集子は，ども性来気が弱

い方で，と角，悲観的にものを見がちで，よく笑わ

れるのですが，これからの展開は，国際情勢にせよ

国内情勢にせよ 3 あまり上向くとは思えないので

す。と，まあ，こうしづ風に割り切って置いた方が

心配がないのじギないかと考えているのです。(飛ん

でもない，希望を持っていない訳ではありません。〉

どうも，今年はいろいろ， ご指導，ご鞭J逮頂きあ

りがとうございました。来年は，内容を新たにして

お目にかかります。

どなたも良い年を迎えられますよう，お祈り致し

ます。 (K生〉


